
一

村
田
喜
代
子
『
蕨
野
行
』
考

　
　
《
此
話
は
す
べ
て
遠
野
の
人
佐
々
木
鏡
石
君
よ
り
聞
き
た
り
〉

と
、
柳
田
国
男
自
ら
が
そ
の
冒
頭
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
『
遠

野
物
語
』
は
明
治
四
十
二
年
に
時
々
柳
田
の
も
と
を
尋
ね
た
佐
々

木
鏡
石
こ
と
佐
々
木
喜
善
が
語
っ
た
話
を
、
柳
田
が
彼
の
文
章
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
一
一
一
」
は
次
の
よ
う
な
内
容

に
な
っ
て
い
る
。

　
山
口
、
飯
豊
、
附
馬
牛
の
宇
荒
川
東
禅
寺
及
び
火
渡
（
ひ

わ
た
り
）
、
青
笹
の
宇
中
沢
並
び
に
土
淵
村
の
宇
土
淵
に
、
と

も
に
ダ
ン
ノ
ハ
ナ
と
云
ふ
地
名
あ
り
。
そ
の
近
傍
に
之
と
相

対
し
て
必
ず
蓮
台
野
と
云
ふ
地
あ
り
。
昔
六
十
を
超
え
た
る

老
人
は
す
べ
て
此
蓮
台
野
へ
追
ひ
遣
る
の
習
あ
り
き
。
老
人

工
　
藤

茂

は
徒
に
死
ん
で
了
ふ
こ
と
も
な
ら
ぬ
故
に
、
日
中
は
里
へ
下

り
農
作
し
て
口
を
糊
（
ぬ
ら
）
し
た
り
。
そ
の
為
に
今
も
山

口
土
淵
辺
に
て
は
朝
（
あ
し
た
）
に
野
ら
に
出
づ
る
を
ハ
カ

ダ
チ
と
云
ひ
、
夕
方
野
ら
よ
り
帰
る
こ
と
を
ハ
カ
ア
ガ
リ
と

云
ふ
と
云
へ
り
。

　
右
の
文
章
の
後
に
《
ダ
ン
ノ
ハ
ナ
〉
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
注

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
〈
ダ
ン
ノ
ハ
ナ
は
壇
の
塙
な
る
べ
し
。
即
ち

丘
の
上
に
塚
を
築
き
た
る
場
所
な
ら
ん
。
境
の
神
を
祭
る
為
の
塚
な

り
と
信
ず
。
蓮
台
野
も
此
類
な
る
べ
き
こ
と
「
石
神
問
答
」
（
。
‐
）
中

に
言
へ
り
〉
。

　
　
『
物
語
』
の
文
中
に
あ
る
《
蓮
台
野
》
は
「
れ
ん
だ
い
の
」
で

は
な
く
「
で
ん
で
ら
の
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
で
、
『
注
釈
　
遠

野
物
語
』
（
９
）
に
《
蓮
台
野
の
字
は
柳
田
が
あ
て
た
も
の
と
思
わ
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れ
る
》
と
注
さ
れ
て
い
る
。
柳
田
は
ハ
ス
の
ウ
テ
ナ
（
仏
の
台
座
）

の
意
を
込
め
て
蓮
台
の
字
を
当
て
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
鈴
本
案
三
編
の
［
遠
野
物
語
拾
遺
］
（
９
）
二
六
六
に
は
〈
青
笹

村
の
字
糠
前
と
字
善
応
寺
と
の
境
あ
た
り
を
デ
ン
デ
ラ
野
又
は
デ

ン
デ
エ
ラ
野
と
呼
ん
で
居
る
》
と
あ
り
、
次
の
伝
承
を
記
載
し
て

い
る
。

　
　
《
（
前
略
）
村
中
に
死
ぬ
人
が
あ
る
時
は
、
予
め
此
家
（
十
王

堂
の
別
当
佐
々
木
喜
平
家
）
に
シ
ル
マ
シ
（
予
兆
）
が
あ
る
と
謂

ふ
。
す
な
は
ち
死
ぬ
の
が
男
な
ら
ば
、
デ
ン
デ
ラ
野
を
夜
な
か
に

馬
を
引
い
て
山
歌
を
歌
っ
た
り
、
又
は
馬
の
鳴
輪
の
お
と
を
さ
せ

て
通
る
。
女
な
ら
ば
平
生
歌
っ
て
居
た
歌
を
小
声
で
吟
じ
た
り
、

啜
泣
き
を
し
た
り
、
或
は
高
声
に
話
を
し
た
り
な
ど
し
て
此
処
を

通
り
過
ぎ
、
總
て
其
声
は
戦
争
場
（
い
く
さ
ば
）
の
辺
ま
で
行
っ

て
や
む
。
又
或
女
の
死
ん
だ
時
に
は
臼
を
掲
く
音
を
さ
せ
た
さ
う

で
あ
る
。
斯
う
し
て
夜
更
け
に
デ
ン
デ
ラ
野
を
通
っ
た
人
が
あ
る

と
、
喜
平
ど
ん
の
家
で
は
、
あ
Ｎ
今
度
は
何
某
が
死
ぬ
ぞ
な
ど
ふ

言
っ
て
居
る
う
ち
に
、
間
も
無
く
其
人
が
死
ぬ
の
だ
と
謂
は
れ
て

居
る
。
》

　
同
書
二
六
八
に
は
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
伝
承
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。

　
　
《
昔
は
老
人
が
六
十
に
な
る
と
、
デ
ン
デ
ラ
野
に
棄
て
ら
れ
た

も
の
だ
と
謂
ふ
。
青
笹
村
の
デ
ン
デ
ラ
野
は
、
上
郷
村
、
青
笹
村

の
全
体
と
、
土
淵
村
の
似
田
貝
、
足
洗
川
、
石
田
、
土
淵
等
の
部

落
の
老
人
達
が
追
ひ
放
た
れ
た
処
と
伝
へ
ら
れ
、
方
々
の
村
の
デ

ン
デ
ラ
野
に
も
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
範
囲
が
決
ま
っ
て
居
た
や
う
で
あ

る
。
土
淵
村
字
高
室
に
も
デ
ン
デ
ラ
野
と
呼
ば
れ
て
居
る
処
が
あ

る
が
、
此
処
は
、
栃
内
、
山
崎
、
火
石
、
和
野
、
久
手
、
角
城
、

林
埼
、
柏
崎
、
水
内
、
山
口
、
田
尻
、
天
測
、
丸
古
立
な
ど
の
諸

部
落
か
ら
老
人
を
棄
て
た
と
こ
ろ
だ
と
語
り
伝
へ
て
居
る
。
）

　
柳
田
国
男
が
昭
和
五
年
十
二
月
に
書
い
た
序
を
持
つ
佐
々
木
喜

善
の
昔
話
集
『
聴
耳
草
紙
』
（
―
）
コ
二
五
「
老
人
棄
場
」
に
は
、
難

題
型
の
昔
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
語
り
出
し
は
《
昔
六
十

に
な
れ
ば
、
デ
エ
デ
ア
ラ
野
へ
や
ら
れ
た
も
の
だ
》
と
な
っ
て
い

る
。

　
以
上
に
列
挙
し
た
例
に
よ
っ
て
も
、
『
遠
野
物
語
』
の
《
蓮
台

野
》
は
「
レ
ン
ダ
イ
野
」
で
は
な
く
「
デ
ン
デ
ラ
野
」
「
デ
ン
デ
エ

ラ
野
」
あ
る
い
は
「
デ
エ
デ
ア
ラ
野
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
山
本
昌
代
の
小
説
「
デ
ン
デ
ラ
野
」
は
、
こ
れ
に
よ
っ
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て
名
づ
け
ら
れ
た
表
題
で
あ
っ
た
。
村
田
喜
代
子
の
『
蕨
野
行
』

も
、
こ
の
伝
承
に
触
発
さ
れ
て
生
ま
れ
た
小
説
で
あ
る
。
彼
女
自

身
「
新
文
章
口
座
」
（
「
朝
日
新
聞
」
九
九
年
コ
ー
月
一
一
日
）
の

中
で
、
柳
田
国
男
の
文
章
が
そ
の
動
機
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
想
・
春
の
旗
」
（
「
朝
日
新
聞
」
九
七
年
二
月
二
四
目
）

に
は
《
岩
手
の
遠
野
に
蓮
台
野
（
れ
ん
だ
い
の
）
と
い
う
姥
捨

（
う
ば
す
て
）
の
丘
が
あ
る
。
以
前
書
い
た
小
説
「
蕨
野
行
（
わ

ら
び
の
こ
う
）
」
で
取
材
に
行
っ
た
の
は
五
月
、
東
北
の
遅
い
春

に
、
丘
は
い
ち
め
ん
桃
と
タ
ン
ポ
ポ
と
ツ
ク
シ
で
飾
ら
れ
て
い
た
》

と
書
か
れ
て
あ
る
。
右
の
文
中
に
《
蓮
台
野
（
れ
ん
だ
い
の
）
》
と

い
う
語
が
見
え
る
の
が
『
遠
野
物
語
』
に
取
材
し
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
新
聞
の
文
章
に
は
「
れ
ん
だ
い
の
」
の
ル
ビ
が
付
さ

れ
て
い
る
。
田
村
は
「
女
た
ち
の
野
」
（
「
朝
日
新
聞
」
九
五
年
一

〇
月
六
日
）
に
も
《
「
蕨
野
」
の
原
形
は
柳
田
国
男
の
や
は
り
同

種
の
著
作
に
出
て
く
る
が
、
毎
日
、
村
へ
仕
事
の
手
伝
い
に
山
か

ら
下
り
て
く
る
老
人
た
ち
の
通
い
の
姥
捨
て
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
。

民
俗
学
は
面
白
い
の
だ
》
と
書
い
て
い
る
。

　
こ
の
蓮
台
野
の
地
形
を
柳
田
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
《
蓮
台
野
の
四
方
は
す
べ
て
渾
な
り
。
東
は
即
ち
ダ
ン
ノ
ハ
ナ

と
の
間
の
低
地
、
南
の
方
を
星
呑
と
云
ふ
。
此
所
に
は
蝦
夷
屋
敷

と
云
ふ
四
角
に
凹
み
た
る
所
多
く
有
り
。
》

一

一

　
田
村
喜
代
子
の
小
説
『
蕨
野
行
』
は
平
成
六
年
四
月
二
十
目
、

文
藷
春
秋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
カ
バ
ー
の
折
り
返
し
に
は
次
の
よ

う
な
作
者
の
こ
と
ば
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　
行
手
に
死
の
壁
し
か
な
い
こ
の
姥
捨
の
物
語
の
導
入
部
を

思
い
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
時
、
ふ
と
丁
人
の
若
い
女
の
顔
が
ぼ

う
っ
と
浮
か
ん
で
き
た
。
つ
づ
い
て
一
人
の
老
婆
の
顔
が
現

れ
た
。
そ
う
だ
、
こ
の
一
一
人
の
問
い
語
り
の
中
か
ら
な
ら
、

連
綿
と
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
昔
の
共
同
体
の
悲
話
も
、
ま
た

一
つ
の
違
っ
た
趣
き
で
現
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

「
行
」
の
字
に
は
古
く
楽
曲
叙
事
詩
の
意
が
あ
る
と
い
う
。
嫁

と
姑
の
相
聞
・
葬
道
歌
の
タ
イ
ト
ル
に
ふ
さ
わ
し
く
感
じ
、

そ
の
一
字
を
加
え
ペ
ン
を
起
し
た
。
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こ
の
作
者
の
こ
と
ば
は
後
に
文
庫
本
に
収
め
ら
れ
た
時
、
そ
の

帯
に
も
印
刷
さ
れ
た
。
『
蕨
野
行
』
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
小
説

で
あ
る
。

　
お
姑
（
バ
バ
）
よ
い
。

　
永
え
あ
い
だ
凍
っ
て
い
た
空
が
よ
う
や
く
溶
け
て
、
日
の

光
が
射
し
て
参
り
た
る
よ
。
鋸
伏
山
（
ノ
コ
ブ
セ
ヤ
マ
）
を

覆
っ
て
い
た
雪
も
消
え
始
め
、
山
肌
の
残
り
雪
が
と
う
と
う

馬
の
形
を
現
わ
せ
り
。
ま
だ
尻
尾
の
と
こ
ろ
は
出
ず
な
る
が
、

こ
の
数
日
の
日
和
り
が
続
く
な
れ
ば
、
す
ぐ
馬
の
姿
も
出
来

上
が
り
つ
ろ
う
。
春
が
参
る
よ
い
。

　
冒
頭
の
部
分
で
あ
る
。
馬
庭
家
の
嫁
ヌ
イ
が
姑
の
レ
ン
に
語
り

か
け
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
小
説
は
始
ま
る
。
ヌ
イ
の
こ
の
呼
び
か

け
に
レ
ン
は
次
の
よ
う
に
応
ず
る
。

　
ヌ
イ
よ
い
。

　
残
り
雪
の
馬
が
現
れ
る
な
ら
、
男
ン
衆
の
表
仕
事
（
オ
モ

テ
シ
ゴ
ト
）
の
季
節
が
き
た
る
な
り
。
田
の
打
ち
起
こ
し
が

始
ま
り
つ
ろ
う
。
裏
の
庭
に
も
コ
ブ
シ
の
花
が
咲
い
た
。
大

き
な
花
が
五
十
も
百
も
、
真
白
に
満
開
な
る
よ
。
田
打
ち
桜

と
申
し
て
、
昔
か
ら
コ
ブ
シ
は
百
姓
に
田
打
つ
仕
事
せ
よ
と

知
ら
せ
る
や
ち
。
男
だ
ち
が
田
の
用
意
を
す
る
あ
い
だ
に
、

女
子
（
オ
ナ
ゴ
）
等
は
大
豆
選
り
分
け
て
良
き
種
を
取
り
置

い
た
か
。
味
噌
大
豆
を
煮
る
べ
し
よ
い
。
味
噌
は
一
年
中
欠

か
せ
ぬ
も
の
な
れ
ば
、
こ
れ
を
種
播
（
マ
）
き
の
前
の
仕
事

と
す
る
や
ち
。

　
団
右
衛
門
は
こ
の
里
の
庄
屋
な
れ
ば
、
男
仕
事
の
頭
領
。

し
た
ら
嫁
の
お
め
は
女
仕
事
の
頭
（
カ
シ
ラ
）
や
ち
。
テ
ラ

に
も
い
ろ
い
ろ
尋
ね
て
相
談
し
、
名
子
（
ナ
ゴ
）
、
子
作
の

か
か
等
、
下
女
だ
ち
を
使
う
て
、
お
れ
が
し
て
み
せ
た
よ
に

や
る
が
よ
い
。

　
こ
の
小
説
の
一
番
の
特
色
は
右
の
対
話
の
文
体
で
あ
ろ
う
。
作

者
が
〈
創
作
方
言
と
名
付
け
た
が
、
方
言
よ
り
む
し
ろ
古
語
な
の

だ
〉
と
言
い
、
〈
昔
の
文
語
調
の
非
現
実
的
セ
リ
フ
》
と
言
う
（
注
５
）

こ
の
文
体
が
、
読
者
の
心
を
捉
え
る
。
辺
見
庸
が
文
庫
本
の
解
説

に
く
た
ぐ
い
ま
れ
な
音
楽
的
文
体
》
と
述
べ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
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に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
小
説
『
蕨
野
行
』
は
右
の
レ
ン
と
ヌ
イ
の
対
話
に
よ
っ
て
進
行

し
て
行
く
。
《
舞
台
を
江
戸
時
代
の
凶
作
の
年
に
設
定
し
た
》
圧
。
）

と
作
者
は
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
小
説
の
空
間
は
「
押
伏
」
と
さ

れ
、
四
、
五
年
に
一
度
寒
冷
の
夏
が
来
る
厳
し
い
上
地
に
設
定
し

て
あ
る
。
レ
ン
は
言
う
。

　
ヌ
イ
よ
い
。

　
　
（
略
）
い
つ
も
中
す
こ
と
な
り
が
、
鋸
伏
山
の
上
に
浮
か

ぶ
雲
の
形
を
ば
畏
（
オ
ソ
）
れ
よ
。
春
先
に
大
き
な
傘
雲
が

三
日
四
日
と
続
い
て
か
か
り
、
そ
れ
が
北
の
霧
立
山
（
キ
リ

タ
チ
ヤ
マ
）
の
方
角
か
ら
は
こ
ろ
び
て
い
き
、
破
れ
傘
と
な

る
な
れ
ば
、
寒
の
夏
を
呼
ぶ
知
ら
せ
や
ち
。

　
破
れ
傘
の
現
わ
れ
る
日
は
、
風
は
湿
っ
て
重
く
な
ま
ぬ
る

く
、
草
木
も
動
か
ず
、
鋸
伏
山
の
上
を
流
れ
る
の
み
。
空
を

敷
切
る
二
層
有
る
よ
に
滞
る
な
り
。
し
た
ら
、
か
ね
て
よ
り

の
大
根
の
種
播
く
仕
度
を
せ
ろ
よ
い
。
恐
し
い
夏
が
く
る
。

そ
の
夏
は
昼
も
夜
の
よ
う
に
昏
く
、
小
石
の
ご
と
く
な
る
霞

（
ヒ
ヨ
ウ
）
が
降
り
か
か
る
や
ち
。
四
、
五
年
に
Ｉ
度
の
こ

の
寒
冷
の
夏
は
、
免
（
マ
ヌ
ガ
）
れ
ず
な
り
。
大
根
は
寒
に

強
く
、
ヒ
エ
も
凶
作
の
命
を
つ
な
ぐ
糧
（
カ
テ
）
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
押
伏
（
オ
シ
ブ
セ
）
は
厳
し
き
土
地
な
り
で
・
：

　
私
は
こ
こ
ま
で
読
ん
で
き
て
、
太
宰
治
の
「
津
軽
」
を
、
宮
沢

賢
治
の
「
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」
や
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の

詩
を
、
思
い
起
こ
す
。
「
津
軽
」
に
は
下
記
の
よ
う
な
本
文
が
あ

る
。

　
　
《
　
元
和
一
年
　
　
　
　
　
大
凶

　
　
　
元
和
二
年
　
　
　
　
　
大
凶

　
　
　
寛
永
十
七
年
　
　
　
　
大
凶

　
　
　
寛
永
十
八
年
　
　
　
　
大
凶

　
　
　
寛
永
十
九
年
　
　
　
　
　
凶

　
　
　
明
暦
二
年
　
　
　
　
　
　
凶

　
　
　
寛
文
六
年
　
　
　
　
　
　
凶

　
　
　
寛
文
十
一
年
　
　
　
　
　
凶

　
　
　
延
宝
二
年
　
　
　
　
　
　
凶
（
以
下
省
略
）

　
津
軽
の
人
で
な
く
て
も
、
こ
の
年
表
に
接
し
て
は
溜
息
を
つ
か

ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
大
阪
夏
の
陣
、
豊
臣
氏
滅
亡
の
元
和
元
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年
よ
り
現
在
ま
で
約
三
百
三
十
年
の
間
に
、
約
六
十
回
の
凶
作
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
五
年
に
一
度
ず
つ
凶
作
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
と
い
う
勘
定
に
な
る
の
で
あ
る
。
》

　
　
《
四
、
五
年
に
一
度
の
こ
の
寒
冷
の
夏
》
と
い
う
レ
ン
の
セ
リ

フ
は
、
《
五
年
に
一
度
ず
つ
凶
作
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
》
と
い
う

「
津
軽
」
の
表
現
と
重
な
る
。
こ
う
し
て
『
蕨
野
行
』
の
「
押
伏
」

は
日
本
の
東
北
地
方
の
ど
こ
か
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
作
中

の
「
蕨
野
」
は
『
遠
野
物
語
』
の
「
蓮
台
野
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ

っ
て
設
定
さ
れ
る
。
以
上
が
『
蕨
野
行
』
の
文
学
空
間
の
特
色
で

あ
ろ
う
。
レ
ン
の
セ
リ
フ
は
里
の
庄
屋
馬
鹿
の
家
の
民
間
伝
承
で

あ
る
。
大
根
は
寒
に
強
く
、
ヒ
エ
も
凶
作
の
命
を
つ
な
ぐ
糧
（
カ
テ
）

よ
い
》
と
い
う
レ
ン
の
セ
リ
フ
は
如
実
に
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
押
伏
故
に
こ
の
地
に
は
「
秘
事
」

が
あ
る
。
六
十
を
越
し
た
年
寄
り
は
ワ
ラ
ビ
衆
に
な
ら
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
ヌ
イ
よ
い
。

　
春
の
土
用
の
参
り
ぬ
れ
ば
、
ジ
ジ
バ
バ
等
は
我
が
家
を
一

時
出
て
行
く
な
り
。
皆
共
々
に
連
れ
立
ち
て
、
少
々
の
着
替

え
、
木
椀
、
夜
具
な
ど
背
負
い
て
、
三
つ
の
村
を
出
奔
せ
り
。

行
く
先
は
里
よ
り
半
里
の
、
深
代
川
（
ジ
ン
ダ
イ
ガ
ワ
）
の

源
流
を
た
ど
る
ワ
ラ
ビ
野
の
丘
な
る
や
ち
。

　
そ
の
丘
に
年
寄
り
の
小
屋
が
設
け
て
有
る
。
そ
こ
に
暮
ら

す
な
る
よ
い
。
こ
こ
に
て
は
庄
屋
の
古
か
か
も
子
作
の
家
の

ジ
ジ
も
、
皆
同
じ
ワ
ラ
ビ
衆
と
な
り
て
別
扱
い
は
無
え
。
ひ

と
し
く
里
の
風
を
脱
し
て
、
寝
食
を
共
に
せ
ん
。

　
　
《
ワ
ラ
ビ
衆
》
と
は
家
を
出
て
ワ
ラ
ビ
野
で
暮
ら
す
老
人
の
こ

と
で
あ
る
。
レ
ン
は
ヌ
イ
に
以
下
の
よ
う
に
語
り
聞
か
せ
る
。

　
ワ
ラ
ビ
野
に
は
里
の
者
は
入
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ジ
ジ
バ
バ
等

の
、
里
と
境
界
を
異
に
し
た
場
所
だ
。
里
の
者
が
来
ぬ
代
わ
り
に

ジ
ジ
バ
バ
が
毎
日
里
に
下
る
。
村
の
仕
事
を
手
伝
い
、
そ
の
日
の

飯
の
恵
み
を
受
け
る
。
一
日
休
め
ば
、
一
日
飢
え
る
。
弱
い
年
寄

り
は
、
こ
こ
で
は
命
が
保
（
も
）
た
な
い
。
必
ず
死
に
尽
き
る
。

老
人
を
ふ
る
い
に
か
け
、
命
強
い
年
寄
り
は
残
し
、
弱
い
年
寄
り

は
早
々
に
逝
か
せ
る
。
六
十
歳
の
関
所
だ
。

　
凶
作
は
数
年
に
一
度
必
ず
や
っ
て
く
る
。
そ
の
時
、
若
者
と
子

供
の
糧
を
、
ジ
ジ
バ
バ
の
命
と
代
え
て
養
う
の
だ
。
〈
昔
か
ら
の
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押
伏
の
智
恵
は
こ
の
法
な
り
。
さ
れ
ば
他
村
に
秘
し
、
里
の
内
の

若
え
者
等
に
も
明
か
さ
ず
に
き
た
る
や
ち
》
。

　
ワ
ラ
ビ
に
は
二
つ
の
掟
が
あ
る
。
一
つ
は
名
前
を
捨
て
る
こ
と
、

も
う
一
つ
は
物
言
わ
ぬ
こ
と
。

　
冒
頭
に
引
用
し
た
『
遠
野
物
語
』
に
く
む
か
し
は
六
十
を
超
え

た
る
老
人
は
す
べ
て
此
の
蓮
台
野
へ
追
ひ
遣
る
の
習
あ
り
き
。
老

人
は
徒
に
死
ん
で
了
ふ
こ
と
も
な
ら
ぬ
故
に
、
日
中
は
里
へ
下
り

農
作
し
て
口
を
糊
し
た
り
》
と
あ
る
。
作
者
は
こ
れ
に
よ
り
な
が

ら
、
ワ
ラ
ビ
野
に
は
老
人
た
ち
が
里
の
掟
に
従
っ
て
自
分
か
ら
行

く
よ
う
に
し
、
里
で
の
農
作
業
は
前
に
引
用
し
た
作
者
の
こ
と
ば

の
よ
う
に
、
こ
の
文
章
に
よ
っ
て
設
定
し
て
い
る
。
ワ
ラ
ビ
の
掟

は
、
野
に
入
っ
た
者
が
既
に
異
界
の
者
と
な
り
、
里
と
世
界
を
異

に
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
『
蕨
野
行
』
は
、
日
本
文
学
に
お
け
る
嫡
捨
の
系
譜
に
つ
ら

な
る
小
説
と
言
っ
て
い
い
。

一

一

一

レ
ン
は
ヌ
イ
に
送
ら
れ
て
ワ
ラ
ビ
野
入
り
す
る
。
九
人
の
ワ
ラ

ビ
衆
で
あ
っ
た
。
ワ
ラ
ビ
の
小
屋
は
草
に
埋
も
れ
て
建
っ
て
い
る
。

屋
根
は
ワ
ラ
を
葺
か
ず
板
切
れ
を
張
り
、
風
に
備
え
て
大
小
の
石

を
置
く
。
板
の
ま
ま
な
の
は
ワ
ラ
の
葺
き
替
え
の
手
間
を
惜
し
む

た
め
か
、
ワ
ラ
ビ
に
冬
越
え
の
た
め
の
暖
を
惜
し
む
ゆ
え
か
、
板

切
れ
は
剥
ぎ
飛
ん
で
穴
が
間
い
て
い
た
。
ジ
ジ
三
人
が
一
戸
を
取

り
、
八
八
六
人
が
別
の
二
戸
を
取
っ
て
棲
家
と
す
る
。
こ
う
し
て

ワ
ラ
ビ
野
の
生
活
が
始
ま
る
。

　
川
の
水
を
汲
ん
で
帰
る
朝
、
レ
ン
は
白
骨
を
見
る
。
《
こ
れ
は

去
年
の
ワ
ラ
ビ
衆
の
内
の
、
誰
か
の
亡
骸
（
ナ
キ
ガ
ラ
）
で
有
り
　
　
　
一

つ
ろ
う
。
六
十
の
関
所
を
抜
け
る
こ
と
を
果
た
せ
ず
、
不
運
の
内
　
　
1
7

に
仏
と
な
り
た
る
か
。
ゾ
ッ
と
し
て
足
も
こ
わ
ば
っ
た
が
、
も
し
　
　
　
一

や
明
日
の
我
が
身
の
姿
と
も
思
い
、
お
れ
は
桶
を
お
ろ
し
手
を
合

わ
せ
た
〉
。

　
こ
れ
は
小
説
の
最
後
を
暗
示
す
る
場
面
で
あ
る
。
だ
が
ワ
ラ
ビ

衆
は
、
そ
れ
ま
で
の
最
後
の
生
を
凄
じ
く
も
い
き
い
き
と
生
き
延

び
る
の
で
あ
る
。
そ
の
生
の
様
相
を
作
者
は
姑
レ
ン
に
語
ら
せ
、

押
伏
の
生
活
の
姿
を
嫁
の
ヌ
イ
に
語
ら
せ
る
。
ヌ
イ
の
話
の
中
に

貧
し
い
押
伏
の
貧
し
い
家
に
嫁
に
来
た
十
六
歳
の
ハ
ル
の
話
が
出

る
。
あ
ま
り
に
も
過
酷
な
労
働
と
生
活
に
耐
え
ら
れ
ず
実
家
に
帰



ろ
う
と
し
た
彼
女
は
、
父
親
に
追
い
返
さ
れ
て
行
方
不
明
に
な
る
。

里
の
者
た
ち
が
総
出
で
さ
が
し
た
が
、
遂
に
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
を
聞
い
た
レ
ン
は
、
同
じ
よ
う
な
娘
に
自
分
の
妹
の
シ
力

が
い
た
こ
と
を
語
り
、
ハ
ル
は
死
な
な
い
だ
ろ
う
と
言
う
。
シ
カ

は
産
み
月
近
く
に
な
っ
て
、
貧
し
い
家
に
新
し
い
子
は
い
ら
ぬ
と

婚
家
を
追
い
出
さ
れ
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
そ
の
シ
カ
に
蕨
取

り
の
山
中
で
出
合
っ
た
の
は
十
何
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
目
を
ギ
ラ
ギ
ラ
光
ら
せ
な
が
ら
、
ツ
バ
ナ
の
女
（
ツ
バ
ナ

の
穂
の
ご
と
き
白
髪
の
女
）
は
黙
っ
て
お
れ
を
見
下
ろ
し
て

い
る
。
手
を
出
し
か
け
て
、
ふ
っ
と
そ
の
手
を
縮
め
る
。
そ

の
様
子
が
悪
さ
な
す
よ
う
に
は
見
え
ず
よ
。
人
の
ご
と
く
な

る
鷲
の
ご
と
く
な
る
不
思
議
な
目
の
玉
が
、
じ
っ
と
お
れ
を

う
ち
眺
め
、
そ
の
唇
が
動
い
た
。

「
姉
や
」

　
と
声
が
出
た
。

　
こ
の
シ
カ
は
後
に
ワ
ラ
ビ
衆
に
な
っ
た
レ
ン
の
前
に
再
び
姿
を

現
し
、
峠
を
四
つ
越
え
た
所
に
あ
る
自
分
の
棲
み
家
に
レ
ン
を
誘

う
。
レ
ン
が
断
る
と
。

　
　
「
山
の
者
と
な
り
た
る
お
れ
と
は
、
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
せ
ず
か
」

と
責
め
る
が
、
結
局
は
あ
き
ら
め
て
山
を
指
さ
し
。

　
　
「
こ
の
夏
よ
り
は
山
に
も
変
わ
っ
た
こ
と
が
起
り
た
る
。
里
の

女
子
の
姿
が
▽
人
、
二
人
と
入
っ
て
参
っ
た
る
な
り
。
田
畑
は
例

年
に
無
え
荒
れ
年
に
し
て
、
お
お
か
た
婚
家
を
出
さ
れ
た
る
お
れ

の
よ
う
な
身
の
上
の
女
子
等
が
、
世
を
捨
て
て
入
山
し
て
参
る
つ

る
か
。
▽
人
で
入
る
女
子
も
有
り
、
二
人
、
三
人
仲
間
連
れ
に
て

く
る
女
子
も
有
り
、
中
に
は
乳
散
見
を
抱
き
て
入
る
女
子
の
姿
も

見
た
る
な
り
。
皆
山
深
く
潜
り
て
行
方
は
見
失
い
た
る
が
、
そ
れ

で
も
棲
み
着
い
た
様
子
に
て
、
と
き
ど
き
谷
川
に
人
の
声
の
響
き

て
有
る
よ
」
と
語
る
。

　
こ
の
妹
シ
カ
の
造
形
の
源
流
も
『
遠
野
物
語
』
で
あ
ろ
う
。

　
山
口
村
の
吉
兵
衛
と
云
ふ
家
の
主
人
、
根
子
立
（
ね
つ
こ

だ
ち
）
と
云
ふ
山
に
入
り
、
笹
を
苅
り
て
束
と
な
し
撥
ぎ
て

立
上
ら
ん
と
す
る
時
、
笹
原
の
上
を
風
の
吹
き
渡
る
に
心
付

き
て
見
れ
ば
、
奥
の
方
な
る
林
の
中
よ
り
若
き
女
の
稗
児
を

負
ひ
た
る
が
笹
原
の
上
を
歩
み
て
此
方
へ
歩
み
て
来
る
な
り
。
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（
四
）

　
遠
野
郷
に
て
は
豪
農
の
こ
と
を
今
で
も
長
者
と
云
ふ
。
青

笹
村
大
字
糠
前
の
長
者
の
娘
、
ふ
と
物
に
取
り
隠
さ
れ
て
年

久
し
く
な
り
し
に
、
同
じ
村
の
何
某
と
云
ふ
猟
師
、
或
日
出

に
入
り
て
一
人
の
女
に
遭
ふ
。
怖
ろ
し
く
な
り
て
之
を
撃
た

ん
と
せ
し
に
、
何
を
ぢ
で
は
無
い
か
、
ぶ
つ
な
と
云
ふ
。
驚

き
て
よ
く
見
れ
ば
彼
の
長
者
が
ま
な
娘
な
り
。
（
後
略
）
（
六
）

　
上
郷
村
の
民
家
の
娘
、
栗
を
拾
ひ
に
山
に
入
り
た
る
ま
Ｎ

帰
り
来
ら
ず
。
家
の
者
は
死
し
た
る
な
ら
ん
と
思
ひ
、
女
の

し
た
る
枕
を
形
代
（
か
た
し
ろ
）
と
し
て
葬
式
を
執
行
ひ
、

さ
て
二
三
年
を
過
ぎ
た
り
。
然
る
に
其
村
の
者
猟
を
し
て
五

葉
山
（
ご
え
ふ
ざ
ん
）
の
腰
の
あ
た
り
に
入
り
し
に
、
大
な

る
岩
の
蔽
ひ
か
Ｎ
り
て
岩
窟
の
や
う
に
な
れ
る
所
に
て
、
図

ら
ず
此
女
に
逢
ひ
た
り
。
（
後
略
）
（
七
）

　
　
『
遠
野
物
語
』
の
中
か
ら
山
中
で
女
に
出
合
っ
た
話
を
抜
粋
し

た
。
特
に
後
二
者
は
、
突
然
姿
を
消
し
た
女
が
山
中
に
い
た
と
い

う
話
で
、
そ
の
中
で
も
（
六
）
の
内
容
は
『
蕨
野
行
』
の
そ
れ
に

近
い
詣
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
文
体
は
ま
る
で
違
い
、
レ
ン
の

語
り
は
そ
の
情
景
を
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
に
描
い
て
い
る
。

四

　
「
レ
ン
や
。
一
つ
真
実
を
お
め
に
教
え
て
や
ろ
う
」

と
ト
メ
は
言
う
た
。

　
「
五
日
の
あ
い
だ
飯
を
断
ち
て
、
判
明
せ
る
こ
と
が
有
る
。

細
々
と
食
い
つ
な
げ
ば
飢
え
は
ど
こ
ま
で
も
止
ま
じ
よ
。
思

い
切
り
て
ス
ッ
パ
リ
と
断
ち
た
れ
ば
、
ひ
も
じ
さ
も
不
思
議

に
切
れ
て
有
る
な
り
」

　
そ
う
し
て
、
顔
面
さ
ざ
波
を
寄
せ
る
よ
に
皺
を
つ
く
り
て

笑
（
工
）
み
を
浮
か
べ
。

　
「
お
れ
の
今
の
安
ら
い
だ
心
地
が
わ
か
る
か
」

と
つ
ぶ
や
く
。

　
「
抜
け
落
ち
た
る
ご
と
く
、
飢
え
よ
り
逃
れ
た
る
。
思
え
ば

永
え
あ
い
だ
の
飢
え
で
有
り
つ
る
。
物
心
つ
い
た
と
き
よ
り

背
負
う
て
き
た
る
そ
の
飢
え
を
、
よ
う
や
く
今
は
立
ち
切
り
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た
る
か
。
お
お
、
よ
き
心
地
せ
る
よ
」

い
か
に
も
満
足
そ
う
な
る
長
え
息
を
吐
い
た
。

　
ワ
ラ
ビ
衆
の
ひ
と
り
ト
メ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
逝
っ
た
。
彼
女

の
亡
骸
は
骨
と
皮
だ
け
に
な
り
、
日
に
千
し
上
げ
た
よ
う
に
カ
ラ

カ
ラ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
嘆
き
も
苦
も
無
か
っ
た
。

他
の
ワ
ラ
ビ
衆
は
あ
い
か
わ
ら
ず
里
に
下
っ
て
は
飯
に
あ
り
つ
き
、

ワ
ラ
ビ
野
で
の
生
活
を
送
っ
て
行
く
。

　
レ
ン
は
言
う
。

　
　
「
人
が
ワ
ラ
ビ
と
な
る
に
は
、
ま
ず
姿
か
た
ち
か
ら
移
ろ
い
て

い
く
。
髪
は
ザ
ン
バ
ラ
に
う
ち
か
か
り
、
着
物
は
破
れ
、
身
の
痩

せ
て
い
く
の
が
ま
ず
ワ
ラ
ビ
の
始
め
な
り
。
し
た
が
心
地
は
ま
だ

里
の
気
分
を
引
き
ず
り
、
人
の
心
地
の
続
き
て
有
る
よ
い
。
さ
れ

ば
Ｉ
ト
月
…
…
一
一
夕
月
…
…
五
ツ
月
…
…
と
野
に
暮
ら
す
日
を
重

ね
て
参
る
と
、
人
間
の
気
分
す
こ
し
ず
つ
薄
れ
ゆ
く
な
り
。
」

　
こ
の
頃
ワ
ラ
ビ
衆
の
ひ
と
り
馬
吉
は
、
六
十
を
越
し
た
男
な
の

に
、
レ
ン
た
ち
バ
バ
の
そ
ば
か
ら
離
れ
ず
、
年
の
若
い
者
の
よ
う

に
ふ
る
ま
う
。
馬
吉
の
心
は
レ
ン
に
傾
い
て
い
く
。
あ
る
日
馬
吉

は
二
羽
の
山
鳥
を
持
っ
て
来
る
。

　
　
「
こ
れ
を
焼
い
て
、
み
な
で
分
け
つ
ろ
う
。
先
に
見
せ
れ
ば
マ

ツ
な
ど
が
独
り
占
め
せ
ん
と
騒
ぐ
な
り
。
ま
ず
切
り
分
け
て
焼
く

べ
し
」
と
馬
吉
は
レ
ン
に
差
し
出
す
。
二
羽
の
肉
は
ジ
ジ
バ
バ
の

二
目
分
の
食
糧
に
な
る
。
ワ
ラ
を
焼
い
て
そ
の
粉
を
食
っ
て
い
た

者
に
と
っ
て
は
た
い
そ
う
な
馳
走
で
あ
る
。

　
そ
の
後
で
馬
吉
は
言
う
。

　
　
「
お
め
が
た
め
に
、
ま
こ
と
は
獲
り
て
き
た
る
」
「
レ
ン
よ
い
。

お
め
が
た
め
や
ち
」

　
奮
に
覆
わ
れ
た
馬
吉
の
顔
が
、
レ
ン
を
笑
っ
て
み
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
鴛
面
の
皺
の
中
に
ご
ン
ジ
の
面
貌
の
内
に
レ
ン
は
遠
い
昔
の
男
　
　
2
0

の
頃
の
名
残
り
が
ヽ
ぼ
う
と
覗
き
見
え
て
い
る
と
思
う
・
　
　
　
　
　
　
一

　
馬
吉
は
生
命
力
が
強
く
、
最
後
ま
で
生
き
延
び
る
ワ
ラ
ビ
衆
で

あ
る
。
始
め
か
ら
レ
ン
が
好
き
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
世
で
は
レ
ン

を
彼
女
の
夫
に
取
ら
れ
た
の
で
、
あ
の
世
で
Ｉ
緒
に
な
ろ
う
と
考

え
て
い
る
男
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ラ
ビ
野
の
生
活
に
は
、

こ
の
よ
う
な
男
女
の
愛
情
も
描
か
れ
、
そ
れ
が
こ
の
小
説
に
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
を
与
え
て
い
る
。

　
ヌ
イ
の
お
姑
へ
の
語
り
は
里
の
様
子
を
伝
え
る
。
押
伏
は
長
雨

が
続
き
凶
作
の
兆
候
を
示
し
て
い
る
。
貧
し
い
家
で
は
普
段
も



「
口
減
ら
し
」
や
「
間
引
き
」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
に
、
凶
作

に
な
れ
ば
な
お
一
層
こ
の
問
題
が
起
こ
っ
て
来
る
。

　
　
「
里
に
在
り
て
も
今
年
は
口
減
ら
し
と
て
、
足
入
れ
の
若
え
嫁

等
が
子
を
孕
み
、
家
を
出
さ
れ
る
話
多
く
な
る
や
ち
。
嫁
一
人
の

口
を
養
う
飯
も
惜
し
き
と
こ
ろ
に
、
赤
子
が
増
え
な
ば
一
大
事
と
、

急
ぎ
離
縁
せ
る
な
る
よ
」

　
と
こ
ろ
が
、
あ
ろ
う
こ
と
か
そ
の
ヌ
イ
が
妊
娠
し
た
の
で
あ
る
。

夫
団
右
衛
門
は
生
め
と
言
う
が
、
ヌ
イ
は
悩
む
。
《
凶
作
は
二
年

続
く
こ
と
多
し
。
三
年
四
年
越
し
も
珍
し
か
ら
ず
。
団
右
衛
門
に

と
り
て
は
初
子
な
る
も
、
赤
子
を
逝
か
し
た
家
の
者
に
は
、
生
ま

れ
た
馬
庭
の
子
は
さ
ぞ
憎
か
ら
ん
か
。
た
だ
さ
え
今
年
な
ど
は
庄

屋
、
地
頭
等
は
恨
ま
れ
ぬ
る
。
倉
の
五
穀
す
べ
て
投
げ
出
す
と
も
、

恨
ま
れ
て
有
り
つ
る
よ
。
豊
か
な
家
は
羨
ま
れ
ぬ
る
。
そ
の
よ
な

里
の
者
の
恨
み
の
中
で
赤
子
を
生
む
べ
し
か
》
と
。

　
そ
の
夜
ヌ
イ
は
二
人
の
小
児
が
部
屋
に
入
っ
て
来
る
夢
を
見
た
。

ま
だ
一
歳
に
も
満
た
な
い
様
子
で
、
よ
だ
れ
か
け
な
ど
し
て
い
た
。

一
人
は
男
児
で
顔
色
が
青
く
亡
兄
の
よ
う
に
見
え
る
。
も
う
万
人

は
女
児
で
明
ら
か
に
生
き
て
い
る
子
で
あ
っ
た
。
二
人
は
遠
い
所

を
旅
し
て
来
た
よ
う
に
小
さ
い
足
に
ワ
ラ
草
履
を
履
い
て
い
た
。

亡
兄
が
、

　
　
「
お
め
が
ヌ
イ
か
」
と
問
う
。
黙
っ
て
う
な
ず
く
と
、
二
人
は

ヌ
イ
の
前
に
座
っ
た
。
亡
兄
は
夫
の
先
妻
の
子
で
産
の
途
中
母
と

共
に
亡
く
な
っ
た
長
太
郎
だ
と
い
う
。
女
児
は
今
ヌ
イ
の
腹
に
い

る
子
だ
と
い
う
。
何
し
に
来
た
の
か
と
問
う
と
、

　
　
「
お
れ
だ
ち
は
、
こ
の
た
び
宿
縁
に
よ
り
て
、
お
め
の
子
と
し

て
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
や
ち
。
な
れ
ば
、
こ
う
し
て
、
お
め

に
物
中
し
に
参
り
た
る
よ
。
お
め
は
お
れ
だ
ち
を
生
む
べ
し
」
と

言
う
。　

「
お
め
等
は
幼
き
ゆ
え
、
わ
か
ら
ず
な
り
。
今
年
、
来
年
、

子
を
つ
く
る
は
難
し
か
る
よ
い
」

と
言
え
ば
、
亡
兄
は
恐
ろ
し
い
形
相
で
目
を
吊
り
上
げ
た
。

　
「
そ
れ
は
人
の
世
の
こ
と
な
り
。
お
れ
だ
ち
は
知
ら
ず
。
生

ま
れ
る
に
は
順
番
が
有
る
ゆ
え
、
お
め
は
こ
の
た
び
の
初
子

を
生
め
や
ち
」

　
「
何
の
順
番
か
」

と
尋
ね
る
と
、
亡
兄
は
と
く
と
く
と
し
や
べ
り
だ
し
た
。
か

た
わ
ら
の
女
児
を
見
て
、
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「
ま
ず
、
こ
い
つ
が
先
に
団
右
衛
門
と
お
め
等
の
娘
と
し
て

生
ま
れ
る
な
り
。
次
に
お
れ
が
馬
庭
の
跡
取
り
と
し
て
生
ま

れ
直
す
な
り
よ
。
姉
弟
の
順
が
決
ま
り
て
有
れ
ば
、
こ
い
つ

を
先
に
生
む
な
る
べ
し
。
こ
い
つ
を
流
せ
ば
、
ま
た
次
に
こ

い
つ
が
出
て
く
る
。
さ
れ
ば
お
れ
は
遂
に
こ
の
世
に
出
る
時

を
失
な
う
な
り
。
そ
し
て
お
め
ら
も
長
子
を
得
ず
と
な
り
か
」

と
亡
兄
は
奇
妙
な
こ
と
を
話
せ
る
よ
い
。

　
「
く
れ
ぐ
れ
も
申
す
に
、
こ
い
つ
を
生
む
な
る
べ
し
」

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
女
児
が
回
ら
ぬ
舌
で
、

　
「
生
む
べ
し
、
生
む
べ
し
」

と
、
に
ら
む
よ
に
和
鳴
し
て
う
な
ず
け
る
。

　
「
ヌ
イ
よ
い
」

と
、
女
児
の
声
は
そ
の
と
き
老
婆
の
よ
な
響
き
が
し
た
。

　
「
さ
れ
ば
の
ち
の
日
に
会
い
ま
み
え
ん
か
」

そ
う
言
う
て
、
子
等
は
立
ち
上
が
り
た
る
。
そ
の
ま
ま
き
び

す
を
返
し
、
開
け
た
戸
か
ら
ス
ー
ツ
と
闇
の
中
へ
消
え
て
行

っ
た
。

こ
の
亡
兄
長
太
郎
は
ワ
ラ
ビ
野
で
余
命
い
く
ば
く
も
な
い
レ
ン

の
夢
に
も
現
わ
れ
る
。
レ
ン
は
長
太
郎
に
導
か
れ
て
ヌ
イ
の
所
に

行
く
。
〈
女
児
の
声
は
そ
の
と
き
老
婆
の
よ
な
響
き
が
し
た
》
と

ヌ
イ
が
聞
い
た
の
は
、
そ
れ
が
レ
ン
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
長
太

郎
に
言
わ
れ
て
レ
ン
は
、
自
分
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
ヌ
イ
の
お
な

か
の
中
の
子
に
な
る
の
だ
と
思
う
。

　
　
《
今
世
に
て
は
武
右
衛
門
の
嫁
と
し
て
こ
の
屋
敷
の
者
と
な
り
、

来
世
に
て
は
団
右
衛
門
、
ヌ
イ
等
の
子
と
し
て
ま
た
馬
庭
の
一
類

と
な
り
ぬ
る
か
。
長
太
郎
の
言
う
こ
と
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
お
れ

は
よ
く
よ
く
こ
の
屋
敷
と
深
い
縁
を
受
け
て
有
り
つ
る
か
と
お
も

う
な
り
よ
。
さ
れ
ば
ヌ
イ
が
お
れ
を
慕
い
、
お
れ
が
ヌ
イ
を
恋
う

こ
と
も
、
来
世
は
親
子
と
な
る
宿
縁
の
ゆ
え
か
。
不
思
議
と
も
奇

妙
と
も
お
も
い
た
る
。
》

　
私
た
ち
は
こ
こ
ま
で
読
ん
で
き
て
、
姑
レ
ン
と
嫁
ヌ
イ
の
奇
妙

な
愛
情
の
か
ら
く
り
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
作
者
は
ワ
ラ
ビ
野
で
亡
く
な
っ
た
レ
ン
の
次
の
よ
う
な
語
り
で

『
蕨
野
行
』
を
締
め
括
る
。

　
一
人
に
な
る
と
、
お
れ
は
早
足
に
里
へ
む
か
っ
て
歩
き
出

し
た
。
林
を
出
て
通
い
慣
れ
た
原
の
道
を
行
き
、
や
が
て
田

22-



の
見
え
る
所
ま
で
き
た
。
冬
田
は
雪
を
か
ぶ
り
眠
り
て
あ
っ

た
や
ち
。
そ
の
先
に
里
の
家
の
屋
根
が
一
つ
、
二
つ
と
現
わ

れ
て
参
り
つ
る
。

　
ど
こ
か
で
鶏
の
鳴
く
声
が
流
れ
て
い
た
。
エ
サ
を
貰
う
牛

の
声
も
遠
く
聞
こ
え
つ
る
。
人
の
世
の
、
里
の
朝
の
響
き
な

り
。
お
れ
は
雪
の
積
ん
だ
白
い
田
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
、
馬
庭

の
屋
敷
を
め
ざ
し
て
歩
い
て
参
り
た
る
よ
い
。

　
さ
て
、
ヌ
イ
の
腹
へ
入
り
ぬ
る
か
、
と
お
れ
は
つ
ぶ
や
い

た
。
そ
し
て
あ
の
女
子
の
乳
を
飲
も
う
と
渇
く
よ
う
に
お
も

う
た
。

　
ヌ
イ
よ
、
ヌ
イ
よ
、
と
お
れ
は
今
は
た
だ
、
母
と
な
る
者

の
乳
を
恋
う
て
夢
の
よ
う
に
、
▽
心
に
、
歩
い
た
。

五

　
村
田
喜
代
子
は
「
女
た
ち
の
『
野
』
」
（
「
朝
日
新
聞
」
平
成
七

年
一
〇
月
六
日
夕
刊
）
に
お
い
て
《
民
俗
学
は
面
白
い
の
だ
》
と

書
い
て
い
る
が
、
小
説
『
蕨
野
行
』
は
民
俗
学
が
そ
の
ま
ま
小
説

に
な
っ
た
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。
柳
田
国
男
の
『
遠
野
物
語
』
に

触
発
さ
れ
て
創
作
さ
れ
た
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
姥
捨
、
山
の

女
の
他
に
、
農
村
の
嫁
、
庄
屋
の
生
活
、
生
ま
れ
変
わ
り
の
モ
チ

ー
フ
等
、
全
て
が
見
事
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は

な
い
。
細
部
が
よ
く
生
き
て
い
て
そ
れ
が
何
と
も
言
え
な
い
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
を
作
品
に
与
え
て
い
る
。
。

　
か
つ
て
阿
部
正
路
氏
が
『
日
本
近
代
民
俗
文
学
論
』
に
お
い
て
、

日
本
の
近
代
文
学
に
民
俗
文
学
の
領
域
の
成
立
す
る
こ
と
を
実
証

さ
れ
た
が
、
村
田
喜
代
子
の
『
蕨
野
行
』
は
そ
の
領
域
の
代
表
的

な
文
学
と
言
っ
て
い
い
か
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
と
こ
ろ
で
こ
の
作
品
に
お
い
て
描
き
出
さ
れ
た
も
の
は
何
で
あ
　
　
　
2
3

ろ
う
。
そ
れ
は
お
お
か
た
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
日
本
人
　
　
　
一

の
心
意
現
象
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
柳
田
国
男
が
試
み
た
も
の
と
同

じ
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
れ
を
小
説
に
お
い
て
探
っ
た
も
の
が
『
蕨

野
行
』
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
こ
の
小
説
は
同

じ
作
家
の
作
品
『
龍
秘
御
天
歌
』
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
日
本
文
学
を
縦
に
流
れ
て
い
る
「
銕
捨
」
の
モ
チ
ー
フ
と

い
う
観
点
か
ら
こ
れ
を
検
討
し
て
見
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
異
質
で
あ

る
。
ワ
ラ
ビ
衆
と
な
っ
て
老
人
共
同
体
を
形
成
し
、
命
を
維
持
し

て
行
く
こ
と
が
そ
の
原
因
と
な
ろ
う
。
そ
の
根
源
は
『
遠
野
物
語
』



に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
『
遠
野
物
語
』
の
伝
承
そ
の
も
の
が
他

の
銕
捨
説
話
の
型
と
異
質
だ
と
も
言
え
る
。
た
だ
、
六
十
に
な
っ

た
老
人
は
ワ
ラ
ビ
野
へ
行
く
決
ま
り
が
里
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
や

は
り
そ
れ
は
一
種
の
親
棄
て
で
あ
り
「
銕
捨
」
の
系
譜
に
組
み
込

ま
れ
て
不
都
合
は
な
い
小
説
だ
と
言
え
る
。

八
注

｀ヴ

１
　
柳
田
国
男
の
著
作
。
『
遠
野
物
語
』
『
後
狩
詞
記
』
と
共
に
、

　
　
日
本
民
俗
学
の
草
創
を
意
味
す
る
記
念
碑
的
著
作
と
い
わ
れ

　
　
る
。

２
　
後
藤
総
一
郎
監
修
・
遠
野
常
民
大
学
編
著
、
九
七
年
八
月
二

　
　
〇
日
筑
摩
書
房
刊

３
　
柳
田
国
男
『
遠
野
物
語
』
（
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
五
日
刊
・

　
　
角
川
文
庫
）
所
収
の
「
拾
遺
」

４
　
九
三
年
六
月
二
回
目
刊
・
ち
く
ま
文
庫

５
　
「
想
－
紅
生
姜
と
蕨
野
行
」
（
「
朝
日
新
聞
」
九
七
年
六
月
一

　
　
七
日
）

６

　
「
８
月
の
随
想
－
遠
い
ノ
ッ
ク
」
（
「
大
分
合
同
新
聞
」
平
成

八
年
八
月
一
九
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）
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